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鄧
石
如
に
お
け
る
篆
書
筆
法
形
成
の
理
解
へ
の
試
論
（
Ⅰ
）

A
n essay to understand how
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１
．
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篆
書
作
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目
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（
Ⅰ
）

２
．
鄧
石
如
篆
書
作
品
の
形
態
に
お
け
る
特
徴
と
偽
筆
疑
義
作
品
に
つ
い
て

（
Ⅰ
）

３
．
鄧
石
如
以
前
の
篆
書
の
概
観
（
Ⅰ
）

４
．
鄧
石
如
の
篆
書
へ
の
諸
家
の
言
及
（
Ⅱ
）

５
．
鄧
石
如
の
人
物
交
流
か
ら
み
た
書
法
の
影
響
（
Ⅱ
）

６
．
鄧
石
如
の
有
紀
年
篆
書
作
品
か
ら
み
た
書
風
の
変
遷
（
Ⅱ
）

　
　

結
語
（
Ⅱ
）

前
言

　

鄧
石
如
は
、
乾
隆
八
年
（
１
７
４
３
）
安
徴
省
懐
寧
県
（
い
ま
の
懐
寧
県
五

横
郷
白
麟
村
）
に
生
ま
れ
る
。
は
じ
め
の
名
は
琰
、
字
を
石
如
と
い
っ
た
。
の

ち
に
仁
宗
嘉
慶
帝
の
即
位
に
際
し
、
五
十
四
歳
以
後
そ
の
諱
で
あ
る
顒
琰
を
敬

避
し
て
名
を
石
如
、
字
を
頑
伯
に
改
め
た
。
別
号
と
し
て
は
、
古
浣
・
長
卿
・

笈
遊
道
人
・
鐵
硯
山
房
・
完
白
山
人
・
完
白
山
民
・
完
白
翁
な
ど
を
作
品
款
識

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

鄧
石
如
の
伝
記
に
は
、
孫
雲
桂
「
完
白
山
人
伝
」・
呉
育
「
鄧
石
如
伝
」・
包

世
臣
「
完
白
山
人
伝
」・
方
履
籛
「
鄧
完
白
先
生
墓
碑
」・
李
兆
洛
「
石
如
鄧
君

墓
志
銘
」
な
ど
が
あ
る
。

　

青
年
の
こ
ろ
よ
り
刻
印
と
書
を
売
っ
て
諸
国
を
漫
遊
し
、
四
十
歳
前
後
に
は

梅
鏐
の
家
に
寄
宿
し
て
書
を
古
典
臨
書
に
よ
っ
て
完
成
さ
せ
た
。
四
八
歳
、
北

京
で
劉
墉
や
陸
錫
熊
に
賞
賛
さ
れ
る
が
、
翁
方
綱
か
ら
批
判
さ
れ
た
こ
と
か
ら

北
京
を
離
れ
た
。
五
十
歳
頃
に
は
畢
沅
の
招
き
に
応
じ
、
私
的
な
相
談
役
と
な

る
も
の
の
三
年
ほ
ど
で
帰
郷
し
た
。
六
十
歳
の
と
き
に
包
世
臣
と
出
合
い
、
嘉

慶
一
〇
年
（
１
８
０
５
）
六
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
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鄧
石
如
は
、
は
じ
め
篆
刻
家
と
し
て
生
計
を
た
て
た
が
、
の
ち
に
書
家
と
し

て
大
成
し
た
。
現
在
ま
で
に
画
作
の
存
在
は
一
点
も
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
印

と
書
の
み
に
精
力
を
傾
注
し
た
と
い
え
る
。
出
身
は
文
士
の
家
系
と
さ
れ
る
が
、

祖
代
に
科
挙
合
格
者
は
な
く
、
鄧
石
如
の
交
流
も
鄧
石
如
本
人
と
直
接
に
関
係

を
持
っ
た
人
物
に
限
ら
れ
る
。
不
撓
不
屈
と
も
い
え
る
強
靭
な
鄧
石
如
の
精
神

性
は
、
そ
の
ま
ま
印
と
書
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
印
は
近
代
篆
刻
の
開
祖
と
し

て
、
ま
た
書
は
金
石
書
法
の
具
現
者
と
し
て
、
と
く
に
印
・
篆
書
・
隷
書
作
品

に
は
最
高
の
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
の
ち
に
鄧
の
金
石
書
法
を
継
承
し
た
、

呉
煕
載
（
１
７
９
９
─
１
８
７
０
）・
趙
之
謙
（
１
８
２
９
─
１
８
８
４
）・
呉

昌
碩
（
１
８
４
４
─
１
９
２
７
）
な
ど
に
強
い
影
響
を
与
え
た
。

　

筆
者
（
遠
藤
）
は
こ
れ
ま
で
に
鄧
石
如
研
究
を
行
い
、
十
一
件
を
発
表
し
た

①
。
本
稿
で
は
、
鄧
石
如
の
有
紀
年
篆
書
作
品
を
編
年
し
て
、
以
下
の
項
目
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
章
「
鄧
石
如
の
有
紀
年
篆
書
作
品
目
録
」
で
は
、
有
紀
年
篆
書
作
品
を

編
年
整
理
す
る
。
第
二
章
「
鄧
石
如
篆
書
作
品
の
形
態
に
お
け
る
特
徴
と
偽
筆

疑
義
作
品
に
つ
い
て
」
で
は
、
有
紀
年
の
篆
書
作
品
の
作
品
形
態
を
分
類
整
理

し
、
そ
の
特
徴
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
偽
筆
疑
義
作
品
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要

を
述
べ
る
。
第
三
章
「
鄧
石
如
以
前
の
篆
書
の
概
観
」
で
は
、
鄧
石
如
以
前
の

篆
書
の
変
遷
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
第
四
章
「
鄧
石
如
の
篆
書
へ
の
諸
家
の
言

及
」
で
は
、
中
国
と
日
本
の
主
な
識
者
の
言
及
を
取
り
上
げ
、
鄧
石
如
の
篆
書

図
１
　
鄧
石
如
三
十
九
歳

図
２
　
鄧
石
如
三
十
九
歳

図
３
　
鄧
石
如
四
十
四
歳1

2

11
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を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
き
た
か
を
確
認
す
る
。
第
五
章
「
鄧
石
如
の
人
物
交

流
か
ら
み
た
書
法
の
影
響
」
で
は
、
鄧
石
如
自
身
と
後
人
の
言
及
を
取
り
上
げ

る
。
第
六
章
「
鄧
石
如
の
有
紀
年
篆
書
作
品
か
ら
み
た
書
風
の
変
遷
」
で
は
、

第
一
章
か
ら
第
五
章
ま
で
の
確
認
と
理
解
を
ふ
ま
え
て
、
鄧
石
如
の
有
紀
年
篆

書
作
品
か
ら
み
た
書
風
の
変
遷
を
論
述
す
る
。

　

本
研
究
は
、
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
に
お
け
る
兼
任
研
究
員
（
平
成
二

十
四
年
）
研
究
計
画
「
鄧
石
如
研
究
─
そ
の
芸
術
の
意
義
」（
平
成
二
十
四
年

九
月
・
研
究
計
画
書
提
出
／
平
成
二
十
五
年
四
月
・
承
認
済
）
に
お
け
る
個
別

研
究
の
一
項
目
で
あ
る
。

①
（
１
）
鄧
石
如
（
有
紀
年
）
作
品
目
録
（『
大
東
書
道
研
究
』
第
七
号
所
収　

１

９
９
９　

大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
）。（
２
）
鄧
石
如
隷
書
冊
頁
『
詩
経
』
大
雅

抑
篇
に
つ
い
て
（『
駒
沢
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
六
号
所
収　

１
９
９
９　

駒
沢

女
子
大
学
）。（
３
）
鄧
石
如
揮
毫
品
に
お
け
る
款
印
と
使
用
時
期
の
変
遷
に
つ
い
て

（『
大
東
書
道
研
究
』
第
八
号
所
収　

２
０
０
０　

大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
）。

（
４
）
鄧
石
如
行
書
『
詩
稿
冊
』
に
つ
い
て
（『
大
東
書
道
研
究
』
第
一
〇
号
所
収　

２
０
０
２　

同
前
）。（
５
）
鄧
石
如
詩
二
首
を
読
む
─
そ
の
推
敲
の
変
遷
と
文
学
に

つ
い
て
─
（『
大
東
書
道
研
究
』
第
一
二
号
所
収　

２
０
０
４　

同
前
）。（
６
）
鄧

石
如
研
究
資
料
文
献
目
録
（『
大
東
書
道
研
究
』
第
一
四
号
所
収　

２
０
０
６　

同

前
）。（
７
）
鄧
石
如
年
譜
詳
考
（『
大
東
書
道
研
究
』
第
一
五
号
所
収　

２
０
０
７　

同
前
）。（
８
）
新
資
料　

鄧
石
如
尺
牘
「
陳
寄
鶴
書
」
二
種
に
つ
い
て
（『
大
東
書

図
４
　
鄧
石
如
四
十
八
歳

図
５
　
鄧
石
如
四
十
八
歳
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道
研
究
』
第
一
六
号
所
収　

２
０
０
８　

同
前
）。（
９
）
新
資
料　

包
世
臣
に
宛
て

た
鄧
石
如
尺
牘
に
つ
い
て
（『
大
東
書
道
研
究
』
第
一
七
号
所
収　

２
０
０
９　

同

前
）。（
１
０
）
鄧
石
如
の
篆
刻
に
お
け
る
先
人
の
影
響
（『
大
東
書
道
研
究
』
第
一

九
号
所
収　

２
０
１
１　

同
前
）。（
１
１
）
鄧
石
如
の
篆
刻
に
お
け
る
奏
刀
へ
の
試

論
（『
大
東
書
道
研
究
』
第
二
一
号
所
収　

２
０
１
３　

同
前
）。

１
、
鄧
石
如
の
篆
書
作
品
に
お
け
る
有
紀
年
作
品
目
録

　

図
書
資
料
・
筆
者
（
遠
藤
）
所
蔵
資
料
よ
り
鄧
石
如
の
篆
書
作
品
を
、
年

紀
・
題
名
・
資
料
の
順
で
記
載
し
た
。
現
時
点
で
、
真
蹟
・
拓
本
・
摸
本
を
含

め
て
確
認
で
き
た
の
は
、
乾
隆
四
十
六
年
辛
丑
（
１
７
８
１
）
三
十
九
歳
か
ら
、

没
年
の
嘉
慶
十
年
乙
丑
（
１
８
０
５
）
六
十
三
歳
の
秋
ま
で
で
三
十
二
件
で
あ

っ
た
。

　

作
品
は
、
縮
小
図
版
を
掲
載
し
た
が
全
貌
を
把
握
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。

こ
の
た
め
引
用
資
料
を
付
し
て
出
典
を
明
記
し
、
作
品
を
確
認
す
る
た
め
の
補

助
と
し
た
。
ま
た
双
鈎
本
（
図
３
・
２
０
・
２
７
）
と
一
部
の
拓
本
（
図
３

２
）
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
の
数
頁
と
落
款
頁
を
載
せ
る
の
み
と
し
た
。

　

有
紀
年
作
品
で
篆
書
を
の
ぞ
い
た
篆
刻
・
隷
書
・
楷
書
・
行
草
書
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
紀
に
作
品
件
数
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
題
名
な
ど
内
容
の
詳

細
は
省
い
た
。

＊

図
６
　
鄧
石
如
四
十
八
歳

図
７
　
鄧
石
如
四
十
八
歳



─ 58─

乾
隆
四
十
三
年
戊
戊
（
１
７
７
８
）
三
十
六
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
刻
１
件

乾
隆
四
十
四
年
己
亥
（
１
７
７
９
）
三
十
七
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
刻
１
件

乾
隆
四
十
五
年
庚
子
（
１
７
８
０
）
三
十
八
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
刻
６
件

乾
隆
四
十
六
年
辛
丑
（
１
７
８
１
）
三
十
九
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
刻
２
件
・
篆
書
２
件

図
１　

二
月
二
日
。
篆
書
立
幅
／
臨
李
陽
冰
『
謙
卦
碑
』（『
周
易
』
上
經
・

謙
）「
天
道
虧
盈
而
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
法
書
選
集
』（
北
京
・
文
物
出
版
社
）
１
９
６
３
・『
書
道
藝
術
』

第
十
巻
（
中
央
公
論
社
）
１
９
７
６

図
２　

五
月
。
篆
書
立
幅
『
周
易
』
説
卦
傳
「
昔
者
聖
人
之
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
法
書
選
集
』（
北
京
・
文
物
出
版
社
）
１
９
６
３
・『
書
道
藝
術
』

第
十
巻
（
中
央
公
論
社
）
１
９
７
６

乾
隆
四
十
七
年
壬
寅
（
１
７
８
２
）
四
十
歳

有
紀
年
作
品
、
楷
書
２
件

図
８
　
鄧
石
如
四
十
九
歳
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乾
隆
四
十
八
年
癸
卯
（
１
７
８
３
）
四
十
一
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
刻
４
件

乾
隆
四
十
九
年
甲
辰
（
１
７
８
４
）
四
十
二
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
刻
１
件
・
隷
書
２
件

乾
隆
五
十
一
年
丙
午
（
１
７
８
６
）
四
十
四
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
書
１
件
・
隷
書
１
件

図
３　

秋
。
篆
書
冊
頁
（
双
鈎
）
臨
『
會
稽
刻
石
』「
皇
帝
休
烈
平
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
篆
書
十
五
種
』（
三
）
呉
育
（
文
明
書
局
）
１
９
１
６

乾
隆
五
十
三
年
戊
申
（
１
７
８
８
）
四
十
六
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
刻
７
件
・
隷
書
１
件
・
行
草
書
２
件

乾
隆
五
十
四
年
己
酉
（
１
７
８
９
）
四
十
七
歳

有
紀
年
作
品
、
行
草
書
１
件

乾
隆
五
十
五
年
庚
戌
（
１
７
９
０
）
四
十
八
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
刻
１
件
・
篆
書
４
件
・
隷
書
３
件
・
楷
書
２
件
・
行
草
書
４

件
（
四
体
書
四
屏
２
件
は
各
書
体
に
算
入
）

図
９
　
鄧
石
如
四
十
九
歳

図
１0
　
鄧
石
如
五
十
一
歳

─ 5 ─ ─ 1 ─

─ 6 ─ ─ 2 ─

─ 7 ─ ─ 3 ─

─ 4 ─
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図
４　

九
月
十
一
日
。
篆
書
四
屏
『
湛
方
生
序
』「
湛
方
生
序
曰
…
…
」

資
料
：『
書
道
藝
術
』
第
十
巻
（
中
央
公
論
社
）
１
９
７
６
・『
鄧
石
如
逝
生
百
八
十

年　

包
世
臣
逝
生
百
三
十
年　

記
念
展
観
図
録
』（
謙
慎
書
道
会
）
１
９
８
５

図
５　

十
月
。
四
体
書
四
屏
／
篆
書
幅
「
嚴
君
平
卜
筮
…
…
」
隷
書
幅
「
伯
耳

學
琴
於
…
…
」
楷
書
幅
「
矯
愼
字
仲
彦
…
…
」
行
書
幅
「
夏
統
字
仲
御
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
書
法
篆
刻
全
集
』
上
巻
（
天
津
人
民
美
術
出
版
社
）
２
０
０
５

図
６　

十
一
月
。
四
体
書
四
屏
図
／
篆
書
幅
「
周
勰
字
巨
勝
…
…
」
隷
書

幅
「
劉
慧
斐
字
宣
…
…
」
楷
書
幅
「
周
續
之
字
道
…
…
」
行
書
幅
「
祁
嘉
字
孔

賓
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
法
書
選
集
』（
北
京
・
文
物
出
版
社
）
１
９
６
３
・『
書
道
藝
術
』

第
十
巻
（
中
央
公
論
社
）
１
９
７
６
・『
安
徽
省
博
物
館
、
鄧
石
如
の
書
法
と
そ
の

系
譜
展
図
録
』（
読
売
新
聞
社
・
謙
慎
書
道
会
・
安
徽
省
博
物
館
）
１
９
９
１

図
７　

月
不
詳
。
篆
書
六
屏　
『
梅
國
記
』「
梅
國
記
洪
涯
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
法
書
選
集
』（
北
京
・
文
物
出
版
社
）
１
９
６
３

乾
隆
五
十
六
年
辛
亥
（
１
７
９
１
）
四
十
九
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
書
２
件

図
８　

三
月
。
篆
書
四
屏　
『
詩
經
』
南
陔
篇
「
南
陔
孝
子
相
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
法
書
選
集
』（
北
京
・
文
物
出
版
社
）
１
９
６
３
・『
書
道
藝
術
』

第
十
巻
（
中
央
公
論
社
）
１
９
７
６

図
１１
　
鄧
石
如
五
十
四
歳
（
疑
義
）

図
１２
　
鄧
石
如
五
十
五
歳

図
１３
　
鄧
石
如
五
十
六
歳

3

2

1
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図
９　

三
月
。
篆
書
四
屏　
『
程
夫
子
四
箴
』「
程
夫
子
四
箴
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
法
書
選
集
』（
北
京
・
文
物
出
版
社
）
１
９
６
３
・『
書
道
藝
術
』

第
十
巻
（
中
央
公
論
社
）
１
９
７
６

乾
隆
五
十
七
年
壬
子
（
１
７
９
２
）
五
十
歳

有
紀
年
作
品
、
楷
書
１
件
・
行
草
書
２
件

乾
隆
五
十
八
年
癸
丑
（
１
７
９
３
）
五
十
一
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
書
２
件
・
隷
書
２
件
・
楷
書
１
件
・
行
草
書
１
件
（
四
体
書

冊
１
件
は
各
書
体
に
算
入
、
う
ち
行
草
書
尺
牘
は
六
十
一
歳
の
た
め
除
く
）

図
１０　

十
月
十
八
日
。
四
体
書
冊
頁
／
篆
書
冊
頁　

臨
『
石
鼓
文
』
隷
書
冊
頁

「
蓬
州
登
莱
閣
…
…
」
楷
書
冊
頁
「
冠
銘
曰
居
高
…
…
」
行
草
書
尺
牘
「
五
月

□
□
渡
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
書
法
篆
刻
全
集
』
上
巻
（
天
津
人
民
美
術
出
版
社
）
２
０
０
５

乾
隆
五
十
九
年
甲
寅
（
１
７
９
４
）
五
十
二
歳

有
紀
年
作
品
、
隷
書
１
件

乾
隆
六
十
年
乙
卯
（
１
７
９
５
）
五
十
三
歳

有
紀
年
作
品
、
行
草
書
１
件

図
１４
　
鄧
石
如
五
十
七
歳

図
１５
　
鄧
石
如
五
十
七
歳

─ 3 ─

─ 2 ─

─ 1 ─

─ 6 ─

─ 5 ─

─ 4 ─
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嘉
慶
元
年
丙
辰
（
１
７
９
６
）
五
十
四
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
書
１
件
・
楷
書
１
件

図
１１　

十
一
月
。
篆
書
立
幅
（
拓
本
）　
『
張
子
西
銘
』「
乾
稱
父
坤
稱
…
…
」

資
料
：
遠
藤
昌
弘
収
蔵
資
料

嘉
慶
二
年
丁
巳
（
１
７
９
７
）
五
十
五
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
刻
２
件
・
篆
書
１
件
・
隷
書
２
件
・
楷
書
１
件
・
行
草
書
３

件
（
四
体
書
冊
１
件
は
各
書
体
に
算
入
）

図
１２　

七
月
十
五
日
。
四
体
書
冊
頁
／
篆
書
「
怪
石
長
松
嶒
…
…
」
隷
書
「
少

學
琴
書
偶
…
…
」
楷
書
「
雪
齋
清
境
發
…
…
」
草
書
「
擇
故
山
濱
水
…
…
」

資
料
：『
書
道
藝
術
』
第
十
巻
（
中
央
公
論
社
）
１
９
７
６

嘉
慶
三
年
戊
午
（
１
７
９
８
）
五
十
六
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
書
１
件
・
行
草
書
１
件

図
１３　

十
一
月
一
日
。
篆
書
七
言
聯
「
山
中
避
客
編
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
法
書
選
集
』（
北
京
・
文
物
出
版
社
）
１
９
６
３

嘉
慶
四
年
己
未
（
１
７
９
９
）
五
十
七
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
書
２
件
・
隷
書
１
件
・
楷
書
１
件
・
行
草
書
１
件
（
四
体
書

冊
１
件
は
各
書
体
に
算
入
）

図
１６
　
鄧
石
如
五
十
八
歳

図１７　鄧石如五十八歳

─ 7 ─

─ 8 ─

─ 9 ─

─10─

─11─

─12─
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図
１４　

夏
。
篆
書
立
幅
『
徽
國
朱
文
公
四
齋
銘
』「
尊
我
徳
性
希
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
法
書
選
集
』（
北
京
・
文
物
出
版
社
）
１
９
６
３

図
１５　

十
一
月
。
四
体
書
冊
頁
／
篆
書
「
萬
緑
陰
中
小
…
…
」
楷
書
「
司
馬
温

公
云
…
…
」
隷
書
「
焚
香
看
書
人
…
…
」
行
草
書
「
躕
躇
畦
苑
遊
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
法
書
選
集
』（
北
京
・
文
物
出
版
社
）
１
９
６
３
『
書
道
藝
術
』
第

十
巻
（
中
央
公
論
社
）
１
９
７
６

嘉
慶
五
年
庚
申
（
１
８
０
０
）
五
十
八
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
書
３
件
・
行
草
書
１
件

図
１６　

三
月
。
篆
書
立
幅
「
龍
虎
之
山
靈
…
…
」

資
料
：『
吉
林
省
博
物
館
所
蔵　

中
国
明
清
絵
画
展
図
録
』（
中
国
吉
林
省
博
物
館
）

１
９
８
７
・『
鄧
石
如
書
法
篆
刻
全
集
』
上
巻
（
天
津
人
民
美
術
出
版
社
）
２
０
０

５図
１７　

四
月
。
篆
書
横
披
『
敬
止
堂
』

資
料
：『
中
国
書
法
名
蹟
』（
毎
日
新
聞
社
）
１
９
７
９
・『
鄧
石
如
逝
生
百
八
十
年　

包
世
臣
逝
生
百
三
十
年　

記
念
展
観
図
録
』（
謙
慎
書
道
会
）
１
９
８
５

図
１８　

四
月
。
篆
書
五
屏
『
徽
國
文
公
四
齋
之
銘
』「
尊
我
徳
性
希
…
…
」

資
料
：『
金
石
家
書
畫
集
』
第
一
集
（
上
海
・
西
泠
印
社
）
１
９
２
４
・『
鄧
石
如
法

書
選
集
』（
北
京
・
文
物
出
版
社
）
１
９
６
３
・『
書
道
藝
術
』
第
十
巻
（
中
央
公
論

図
１８
　
鄧
石
如
五
十
八
歳
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社
）
１
９
７
６

嘉
慶
六
年
辛
酉
（
１
８
０
１
）
五
十
九
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
書
２
件
・
隷
書
６
件
・
楷
書
１
件
・
行
草
書
１
件
（
四
体
書

四
屏
１
件
は
各
書
体
に
算
入
）

図
１９　

四
月
。
四
体
書
四
屏
／
篆
書
「
隨
意
出
南
郭
…
…
」
隷
書
「
僕
々
長
安

道
…
…
」
楷
書
「
懷
抱
屬
不
展
…
…
」
草
書
「
楚
山
靜
寥
廓
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
法
書
選
集
』（
北
京
・
文
物
出
版
社
）
１
９
６
３

図
２０　

月
不
詳
。
篆
書
冊
頁
（
双
鈎
）『
雪
浪
齋
銘
並
序
』「
雪
浪
齋
銘
並
…

…
」

資
料
：『
鄧
石
如
十
五
種
』
第
三
冊
（
中
華
書
局
）
１
９
１
６

嘉
慶
七
年
壬
戌
（
１
８
０
２
）
六
十
歳

有
紀
年
作
品
、
隷
書
４
件
・
行
草
書
２
件

嘉
慶
八
年
癸
亥
（
１
８
０
３
）
六
十
一
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
書
２
件
・
隷
書
２
件
・
行
草
書
２
件
（
五
十
一
歳
の
四
体
書

冊
１
件
の
う
ち
行
草
書
尺
牘
は
、
六
十
一
歳
の
た
め
算
入
し
て
い
る
）

図
２１　

一
月
。
篆
書
立
幅
（
碑
刻
）『
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』「
般
若
波
羅
蜜
…

…
」

図
１９
　
鄧
石
如
五
十
八
歳

図
２0
　
鄧
石
如
五
十
九
歳

図
２１
　
鄧
石
如
六
十
一
歳

54
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資
料
：
遠
藤
昌
弘
収
蔵
資
料
・『
書
道
グ
ラ
フ
』
第
３
８
１
号
（
近
代
書
道
研
究
所
）

１
９
８
８

図
２２　

八
月
下
旬
。
篆
書
四
屏
（
拓
本
）『
朱
晦
盦
爲
南
康
守
』「
朱
晦
盦
爲
南

…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
書
法
篆
刻
全
集
』
下
巻
（
天
津
人
民
美
術
出
版
社
）
２
０
０
５
。

嘉
慶
九
年
甲
子
（
１
８
０
４
）
六
十
二
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
刻
２
件
・
篆
書
５
件
・
隷
書
４
件
・
楷
書
１
件
・
行
草
書
５

件図
２３　

五
月
六
日
。
篆
書
六
屏
『
白
氏
草
堂
記
』「
南
抵
石
澗
夾
…
…
」

資
料
：『
書
道
藝
術
』
第
十
巻
（
中
央
公
論
社
）
１
９
７
６
・『
鄧
石
如
逝
生
百
八
十

年　

包
世
臣
逝
生
百
三
十
年　

記
念
展
観
図
録
』（
謙
慎
書
道
会
）
１
９
８
５

図
２４　

十
月
。
篆
書
立
幅
『
盧
山
草
堂
記
』「
南
抵
石
澗
夾
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
書
法
篆
刻
全
集
』
下
巻
（
天
津
人
民
美
術
出
版
社
）
２
０
０
５

図
２５　

十
一
月
。
篆
書
八
屏
（
拓
本
）『
管
子
』（
弟
子
職
）「
弟
子
職
先
生
…

…
」

資
料
：『
鄧
石
如
篆
書
弟
子
職
』（
西
泠
印
社
）
１
９
８
６
・
遠
藤
昌
弘
収
蔵
資
料

図
２６　

十
二
月
二
十
二
日
頃
。
篆
書
四
言
聯
「
龍
跳
天
門
虎
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
書
法
篆
刻
藝
術
』（
安
徽
人
民
美
術
出
版
社
）
１
９
８
４

図
２７　

十
二
月
二
十
二
日
頃
。
篆
書
冊
頁
（
双
鈎
）
節
録
『
宋
武
帝
與
臧
燾

図
２２
　
鄧
石
如
六
十
一
歳
（
偽
筆
）

812

711

610
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書
』

資
料
：『
鄧
石
如
篆
書
十
五
種
』（
二
）
呉
育
（
文
明
書
局
）
１
９
１
６

嘉
慶
十
年
乙
丑
（
１
８
０
５
）
六
十
三
歳

有
紀
年
作
品
、
篆
書
５
件
・
隷
書
４
件
・
行
草
書
１
件

図
２８　

二
月
十
五
日
。
篆
書
六
屏
（
拓
本
）
程
頤
『
非
禮
勿
言
箴
』「
伊
川
先

生
非
…
…
」

資
料
：『
書
品
』
第
１
４
７
号
（
東
洋
書
道
協
会
）
１
９
６
４

図
２９　

五
月
。
篆
書
横
披
『
念
宛
齋
』

資
料
：『
鄧
石
如
法
書
選
集
』（
北
京
・
文
物
出
版
社
）
１
９
６
３
・『
書
道
藝
術
』

第
十
巻
（
中
央
公
論
社
）
１
９
７
６

図
３０　

五
月
五
日
。
篆
書
八
言
聯
（
拓
本
）「
事
比
於
則
文
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
書
法
篆
刻
全
集
』
下
巻
（
天
津
人
民
美
術
出
版
社
）
２
０
０
５

図
３１　

秋
。
篆
書
四
屏
（
拓
本
）『
謁
余
忠
宣
公
墓
詩
』「
浩
氣
還
虚
碧
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
書
法
篆
刻
全
集
』
下
巻
（
天
津
人
民
美
術
出
版
社
）
２
０
０
５
。

図
３２　

八
月
。
篆
書
冊
頁
（
拓
本
）『
張
子
西
銘
』「
乾
稱
父
坤
稱
…
…
」

資
料
：『
鄧
石
如
篆
書
十
五
種
』
六
（
上
海
・
中
華
書
局
）
１
９
１
６
・『
鄧
石
如
書

法
篆
刻
全
集
』
第
二
巻
（
安
徽
美
術
出
版
社
）
１
９
９
４

図
２３
　
鄧
石
如
六
十
二
歳
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２
、
鄧
石
如
篆
書
作
品
の
形
態
に
お
け
る
特
徴
と
偽
筆
疑
義
作
品
に
つ
い
て

　

鄧
石
如
篆
書
作
品
の
形
態
に
お
け
る
特
徴
─
確
認
で
き
た
鄧
石
如
に
お
け
る

有
紀
年
篆
書
作
品
三
十
三
件
の
中
に
は
、
嘉
慶
九
年
甲
子
（
１
８
０
４
）
六
十

二
歳
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
や
篆
書
六
屏
『
白
氏
草
堂
記
』
や
篆
書
八
屏
（
拓

本
）『
管
子
』（
弟
子
職
）
の
よ
う
な
大
作
が
確
認
で
き
る
。

　

鄧
石
如
篆
書
作
品
に
つ
い
て
、
立
幅
・
対
聯
・
四
屏
・
四
体
書
四
屏
・
四
体

書
冊
頁
・
五
屏
・
六
屏
・
八
屏
・
横
披
・
冊
頁
・
碑
刻
の
形
態
に
分
類
す
る
。

立
幅　

真
跡
５
件
（
内
１
件
疑
義
）
＋
拓
本
１
件
（
疑
義
）、
計
６
件

図
１　

三
十
九
歳
、
二
月
二
日
。
篆
書
立
幅

図
２　

三
十
九
歳
、
五
月
。
篆
書
立
幅

図
１１
（
疑
義
）　

五
十
四
歳
、
十
一
月
。
篆
書
立
幅
（
拓
本
）

図
１４　

五
十
七
歳
、
夏
。
篆
書
立
幅

図
１６　

五
十
八
歳
、
三
月
。
篆
書
立
幅

図
２４
（
疑
義
）　

六
十
二
歳
、
十
月
。
篆
書
立
幅

対
幅　

真
跡
２
件
＋
拓
本
１
件
、
計
３
件

図
１３　

五
十
六
歳
、
十
一
月
一
日
。
篆
書
七
言
聯

図
２６　

六
十
二
歳
、
十
二
月
二
十
二
日
頃
。
篆
書
四
言
聯

図
２４
　
鄧
石
如
六
十
二
歳
（
疑
義
）
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図
３０　

六
十
三
歳
、
五
月
五
日
。
篆
書
八
言
聯
（
拓
本
）

四
屏　

真
跡
３
件
＋
拓
本
２
件
（
内
１
件
偽
筆
）、
計
５
件

図
４　

四
十
八
歳
、
九
月
十
一
日
。
篆
書
四
屏

図
８　

四
十
九
歳
、
三
月
。
篆
書
四
屏

図
９　

四
十
九
歳
、
三
月
。
篆
書
四
屏

図
２２
（
偽
筆
）　

六
十
一
歳
、
八
月
下
旬
。
篆
書
四
屏
（
拓
本
）

図
３１　

六
十
三
歳
、
秋
。
篆
書
四
屏
（
拓
本
）

四
体
書
四
屏　

真
跡
３
件

図
５　

四
十
八
歳
、
十
月
。
四
体
書
四
屏

図
６　

四
十
八
歳
、
十
一
月
。
四
体
書
四
屏

図
１９　

五
十
九
歳
、
四
月
。
四
体
書
四
屏

四
体
書
冊
頁　

真
跡
３
件

図
１０　

五
十
一
歳
、
十
月
十
八
日
。
四
体
書
冊
頁

図
１２　

五
十
五
歳
、
七
月
十
五
日
。
四
体
書
冊
頁

図
１５　

五
十
七
歳
、
十
一
月
。
四
体
書
冊
頁

五
屏　

真
跡
１
件

図
２５
　
鄧
石
如
六
十
二
歳
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図
１８　

五
十
八
歳
、
四
月
。
篆
書
五
屏

六
屏　

真
跡
２
件
＋
拓
本
１
件
、
計
４
件

図
７　

四
十
八
歳
、
月
不
詳
。
篆
書
六
屏

図
２３　

六
十
二
歳
、
五
月
六
日
。
篆
書
六
屏

図
２８　

六
十
三
歳
、
二
月
十
五
日
。
篆
書
六
屏
（
拓
本
）

八
屏　

拓
本
１
件

図
２５　

六
十
二
歳
、
十
一
月
。
篆
書
八
屏
（
拓
本
）

横
披　

真
跡
２
件

図
１７　

五
十
八
歳
、
四
月
。
篆
書
横
披
『
敬
止
堂
』

図
２９　

六
十
三
歳
、
五
月
。
篆
書
横
披
『
念
宛
齋
』

冊
頁　

双
鈎
３
件
＋
拓
本
１
件
、
計
４
件

図
３　

四
十
四
歳
、
秋
。
篆
書
冊
頁
（
双
鈎
）

図
２０　

五
十
九
歳
、
月
不
詳
。
篆
書
冊
頁
（
双
鈎
）

図
２７　

六
十
二
歳
、
十
二
月
二
十
二
日
頃
。
篆
書
冊
頁
（
双
鈎
）

図
３２　

八
月
。
篆
書
冊
頁
（
拓
本
）

図
２６
　
鄧
石
如
六
十
二
歳
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碑
刻　

拓
本
１
件

図
２１　

六
十
一
歳
、
一
月
。
篆
書
碑
刻
（
拓
本
）

　

以
上
の
分
類
か
ら
、
有
紀
年
作
品
に
お
い
て
は
四
屏
・
四
体
書
四
屏
・
五
屏
・

六
屏
・
八
屏
ま
で
の
大
作
と
四
体
書
冊
頁
の
精
作
が
十
五
件
を
数
え
た
。
こ
れ

は
偽
筆
一
件
と
疑
義
二
件
を
除
い
た
有
紀
年
作
品
二
十
九
件
中
の
五
割

（51.7%

）
を
占
め
る
も
の
で
、
鄧
石
如
の
有
紀
年
の
篆
書
作
品
の
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
有
紀
年
の
立
幅
・
対
聯
は
合
わ
せ
て
も
九
件
で
、
三
割
（31.0%

）
で
あ
る
。

　

偽
筆
疑
義
作
品
に
つ
い
て
─
古
来
よ
り
名
人
に
は
、
偽
筆
は
つ
き
も
の
で
あ

る
が
、
鄧
石
如
の
場
合
も
例
外
で
は
な
い
。
鄧
石
如
は
在
世
中
よ
り
も
、
後
年

に
な
っ
て
有
名
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
疑
わ
し
い
も
の
は
少
な
か
ら
ず
指
摘
で

き
る
が
、
小
稿
で
は
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
て
偽
筆
で
あ
り
、
ま
た
近
年
刊
行

さ
れ
た
鄧
石
如
の
全
集
の
な
か
で
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
疑
義
の
あ
る
も
の
を
確

認
す
る
。

　

図
２３
は
、
西
川
寧
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

…
…
恐
ら
く
作
振
会
時
代
の
初
期
頃
と
お
も
う
が
、
こ
の
誰
も
知
る
朱
拓
の
方

は
河
井
荃
廬
翁
の
お
説
で
は
実
は
偽
作
で
あ
る
と
い
う
事
を
山
崎
節
堂
さ
ん
か

ら
伝
え
聞
い
て
、
私
は
非
常
に
意
外
に
思
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
─
中
略
─
朱

拓
が
俗
悪
な
も
の
に
見
え
─
中
略
─
朱
拓
が
た
ま
ら
な
く
イ
ヤ
に
な
っ
て
き
た

（『
書
道
』
第
五
巻
第
八
号　

１
９
３
６
）
…
…
と
述
べ
て
い
る
。

図
27
　
鄧
石
如
六
十
二
歳

図
29

鄧
石
如
六
十
三
歳
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図
２３
は
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
、
ま
た
日
本
で
も
少
な
か
ら
ず
見
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
あ
る
。
図
版
２３
の
前
後
の
作
品
と
見
比
べ
て
み
て
も
文
字
が
楕
円

形
に
膨
ら
み
筆
画
が
弛
緩
し
て
い
て
、
鄧
石
如
の
筆
跡
と
は
異
な
る
こ
と
が
理

解
で
き
る
。
ま
さ
に
河
井
荃
廬
氏
の
指
摘
は
、
慧
眼
で
あ
り
妥
当
と
い
え
る
。

　

図
１１
は
、
図
３２
と
同
文
で
あ
り
、
見
比
べ
て
み
る
と
字
姿
も
同
じ
で
あ
る
。

両
者
の
落
款
は
異
な
っ
て
お
り
、
図
１１
は
五
十
四
歳
で
、
図
３２
は
上
海
・
中
華

書
局
『
鄧
石
如
篆
書
十
五
種
』（
１
９
１
６
）
に
掲
載
さ
れ
る
最
晩
年
の
六
十

三
歳
の
作
品
で
、
ほ
ぼ
十
年
間
の
隔
た
り
が
あ
る
。
図
１１
は
、
図
３２
に
比
べ
て

冒
頭
は
同
じ
で
あ
る
が
字
数
は
図
３２
よ
り
少
な
い
も
の
で
あ
る
。
図
３２
を
改
変

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
落
款
の
年
代
に
疑
問
が
残
る
。

　

図
２４
は
、
天
津
人
民
美
術
出
版
社
『
鄧
石
如
書
法
篆
刻
全
集
』（
２
０
０
５
）

に
掲
載
さ
れ
た
新
出
の
作
品
で
あ
る
が
、
図
２３
の
冒
頭
三
行
と
末
尾
三
行
を
合

成
し
た
も
の
で
途
中
が
省
略
し
て
あ
る
。
ま
た
図
２３
と
比
較
し
て
筆
画
も
細
く

弱
々
し
さ
を
感
じ
る
。
ま
た
文
章
を
折
衷
す
る
と
い
っ
た
撰
文
は
見
な
い
も
の

で
疑
問
で
あ
る
。

４
、
鄧
石
如
以
前
の
篆
書
の
概
観

　

篆
書
は
、
前
二
二
一
年
に
行
わ
れ
た
、
秦
の
始
皇
帝
（
前
２
５
９
─
前
２
１

０
）
の
文
字
統
一
に
始
ま
る
。『
史
記
』（
秦
始
皇
本
紀
）
に
よ
れ
ば
、
始
皇
帝

は
紀
元
前
二
二
〇
年
か
ら
国
内
巡
幸
を
行
い
七
つ
の
刻
石
を
建
碑
し
、
そ
の
揮

図
28
　
鄧
石
如
六
十
三
歳
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毫
に
あ
た
っ
た
の
は
丞
相
の
李
斯
（
前
２
８
４
頃
─
前
２
０
８
）
と
さ
れ
る
。

こ
の
遺
例
と
し
て
、
現
存
す
る
も
の
に
『
泰
山
刻
石
』（
前
２
１
９　

参
考
２
）

と
『
瑯
琊
台
刻
石
』（
前
２
１
９
）
が
あ
る
が
、
と
も
に
残
石
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
ほ
か
『
嶧
山
刻
石
』（
前
２
１
９
）『
会
稽
刻
石
』（
前
２
１
０
）
な
ど
は

復
刻
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

始
皇
帝
に
よ
る
文
字
統
一
は
、
戦
国
の
七
雄
の
う
ち
の
秦
を
除
い
た
六
国
の

文
字
を
廃
止
し
た
も
の
で
、
篆
書
以
前
の
文
字
は
〝
古
文
〟
と
よ
ん
だ
こ
と
か

ら
〝
六
国
古
文
の
廃
止
〟
と
も
い
わ
れ
る
。
ま
た
始
皇
帝
が
統
一
し
た
文
字
は
、

戦
国
の
秦
の
文
字
を
も
と
に
し
て
作
っ
た
こ
と
か
ら
、
戦
国
の
秦
の
文
字
を

〝
大
篆
〟
と
よ
び
、
統
一
後
の
も
の
を
〝
小
篆
〟
と
よ
ん
で
区
別
し
て
い
る
。

大
篆
の
遺
例
と
し
て
は
『
石
鼓
文
』（
戦
国
・
秦
、
異
説
あ
り　

参
考
１
）
が

あ
る
。

　

篆
書
の
文
字
構
造
は
左
右
相
称
を
原
則
と
し
、
運
筆
は
点
画
に
肥
痩
の
な
い

も
の
で
、
そ
の
厳
格
は
始
皇
帝
の
権
威
を
し
め
す
に
は
十
分
で
あ
る
が
、
実
用

に
は
不
向
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
篆
書
は
一
般
化
し
な
い
ま
ま
に
儀

礼
書
体
と
し
て
名
残
を
留
め
る
ほ
ど
で
、
漢
代
に
な
る
と
正
書
体
と
し
て
隷
書

が
、
補
助
書
体
と
し
て
草
書
が
ひ
ろ
く
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
篆
書
は
、
隷

書
碑
の
『
孔
宙
碑
』（
１
６
４
）『
西
嶽
華
山
廟
碑
』（
１
６
５
）『
韓
仁
銘
』

（
１
７
５
）『
張
遷
碑
』（
１
８
６
）
な
ど
の
篆
額
と
な
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
ま
た
少
数
で
は
あ
る
が
篆
書
碑
の
『
嵩
山
少
室
石
闕
銘
』

図
30
　
鄧
石
如
六
十
三
歳

図
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（
１
２
３
）『
嵩
山
開
母
廟
石
闕
』（
１
２
３
）『
袁
安
碑
』（
９２
）『
袁
敞
碑
』

（
１
１
７
）
な
ど
が
刻
さ
れ
て
い
て
、
ま
た
隷
書
と
篆
書
が
混
体
し
た
刻
石
の

『
祀
三
公
山
碑
』（
１
１
７
）『
嵩
山
太
室
石
闕
銘
』（
１
１
８
）
な
ど
も
あ
る
が
、

そ
の
書
流
は
お
お
き
く
衰
微
し
た
。

　

ま
た
前
漢
に
は
許
慎
（
５８
頃
─
１
４
７
頃
）『
説
文
解
字
』（
１
０
０
）
が
あ

る
。
内
容
は
、
小
篆
を
挙
げ
て
解
釈
を
施
し
て
文
字
体
系
を
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
今
日
見
る
も
の
は
北
宋
の
徐
鉉
（
９
１
６
─
９
９
１
）・
徐
鍇
（
９

２
１
─
９
７
５
）
に
よ
る
校
定
本
で
あ
る
。

　

三
国
時
代
以
後
は
、『
正
始
石
経
』（
２
４
０
─
２
４
８
）『
天
発
神
讖
碑
』

（
２
７
６
）『
封
禅
国
山
碑
』（
２
７
６
）
な
ど
の
碑
刻
を
み
る
ほ
ど
で
あ
る
。

楷
書
や
行
書
が
定
着
す
る
な
か
で
、
正
書
体
は
隷
書
か
ら
楷
書
に
う
つ
り
、
補

助
書
体
は
草
書
に
行
書
が
く
わ
わ
り
、
楷
書
・
草
書
・
行
書
が
通
行
書
体
の
主

流
と
な
っ
た
。
書
聖
王
羲
之
（
３
０
３
─
３
６
１
）
が
登
場
し
て
以
来
、
書
と

人
物
を
結
び
付
け
て
鑑
賞
の
対
象
と
な
る
よ
う
に
な
る
。

　

唐
代
の
中
期
に
登
場
し
た
李
陽
冰
（
生
卒
年
不
詳
）
は
、
そ
れ
ま
で
わ
ず
か

に
見
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
篆
書
を
復
活
さ
せ
た
。
こ
の
伏
流
に
は
、『
石
鼓
文
』

の
発
見
に
よ
る
古
代
文
字
へ
の
関
心
や
、
書
の
規
範
と
さ
れ
て
き
た
王
羲
之
へ

の
批
判
、
ま
た
社
会
構
造
の
主
流
が
貴
族
か
ら
新
興
の
知
識
人
た
ち
へ
移
行
し

て
、
従
来
の
価
値
観
へ
の
批
判
が
台
頭
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
文
学
で
は
李

白
（
７
０
１
─
７
６
２
）・
杜
甫
（
７
１
２
─
７
７
０
）・
韓
愈
（
７
６
８
─
８

図
32
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２
４
）
の
活
躍
が
あ
り
、
書
で
は
顔
真
卿
（
７
０
９
─
７
８
５
）・
張
旭
（
生

卒
年
不
詳
）・
懐
素
（
７
２
５
頃
─
７
８
５
頃
）
な
ど
王
羲
之
を
至
高
の
範
と

し
て
尊
重
し
な
い
人
々
が
活
躍
す
る
。
と
く
に
韓
愈
は
じ
ゅ
う
ら
い
の
駢
儷
文

を
否
定
し
て
古
文
復
興
を
唱
え
、
王
羲
之
の
書
を
〝
俗
書
〟
と
ま
で
よ
ん
で
否

定
し
た
。
そ
う
し
た
時
代
の
潮
流
と
相
ま
っ
て
李
陽
冰
は
顔
真
卿
の
石
碑
に
題

字
を
残
し
、
ま
た
自
身
も
『
城
隍
廟
碑
』（
７
５
９
）『
三
墳
記
』（
７
６
７　

参
考
３
）『
般
若
台
題
記
』（
７
７
２
）
な
ど
を
残
し
た
。
李
斯
と
と
も
に
〝
二

李
〟
と
称
さ
れ
、
そ
の
篆
書
は
と
く
に
〝
玉
著
篆
〟
と
よ
ば
れ
て
の
復
興
の
栄

誉
を
謳
わ
れ
た
。
ま
た
李
斯
の
篆
書
は
〝
秦
篆
〟
と
称
さ
れ
て
区
別
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。

　

宋
代
に
な
る
と
、
復
古
の
精
神
は
学
問
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
北
宋
で

は
『
説
文
解
字
』
研
究
を
進
め
て
現
在
の
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
た
徐
鉉
・
徐
鍇
の

活
躍
が
あ
り
、
ま
た
欧
陽
脩
（
１
１
０
７
─
１
０
７
３
）『
集
古
録
跋
尾
』（
１

０
６
４
）
や
帝
室
に
お
け
る
『
宣
和
博
古
図
』（
１
１
０
７
─
１
１
１
０
）、
ま

た
南
宋
で
は
薛
尚
功
（
生
卒
年
不
詳
）『
歴
代
鐘
鼎
彝
器
款
識
法
帖
』（
出
版
年

不
詳
）
に
よ
っ
て
、
古
代
文
字
へ
の
関
心
は
〝
金
石
学
〟
と
な
っ
て
ひ
と
つ
の

新
世
紀
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
篆
書
を
能
く
し
た
人
物
に
郭
忠
恕
（
？
─
９

７
７
）
や
夢
英
（
生
卒
年
不
詳
）
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
を
だ
し
て
い
る

が
、
お
お
む
ね
李
陽
冰
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

元
代
は
、
モ
ン
ゴ
ル
族
に
よ
る
支
配
と
漢
族
へ
の
圧
政
か
ら
、
政
治
学
問
の

参
考
1
　『
石
鼓
文
』
部
分

参
考
2
　『
泰
山
刻
石
』
部
分

参
考
3
　『
三
墳
記
』
部
分

参
考
４
　
孫
星
衍
「
篆
書
七
言
聯
」
部
分
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さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
は
学
者
で
、
考
証
学
・
金
石
学
か
ら
の

研
究
や
、
文
字
学
の
対
象
と
し
て
、
篆
書
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
用
筆

は
筆
先
を
焼
き
、
ま
た
切
り
揃
え
た
も
の
で
、
本
来
の
筆
と
し
て
の
機
能
を
無

く
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
工
芸
的
な
要
素
の
強
い
の
も
で
、
た
し
か
に
加

工
し
た
筆
に
よ
っ
て
筆
画
の
安
定
は
得
ら
れ
る
が
、
書
の
線
と
し
て
は
平
板
さ

を
免
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
期
に
活
躍
し
た
印
人
で
、
こ
う
し
た
玉
箸

篆
に
手
を
染
め
る
も
の
が
い
な
か
っ
た
の
も
、
書
法
と
し
て
否
定
的
に
と
ら
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
理
由
で
あ
ろ
う
と
推
度
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
積
極
的
に
玉
著
篆
を
吸
収
し
た
の
が
鄧
石
如

（
１
７
４
３
─
１
８
０
５
）
で
あ
っ
た
。
鄧
石
如
が
興
味
あ
る
も
の
に
逡
巡
す

る
こ
と
な
く
自
己
の
書
法
に
摂
取
で
き
た
理
由
は
、
直
接
の
師
系
を
持
た
ず
、

ほ
と
ん
ど
独
学
に
よ
っ
て
書
芸
を
形
成
し
た
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

─
以
下
は
、
次
号
に
掲
載
─

４
．
鄧
石
如
の
篆
書
へ
の
諸
家
の
言
及

５
．
鄧
石
如
の
人
物
交
流
か
ら
み
た
書
法
の
影
響

６
．
鄧
石
如
の
有
紀
年
篆
書
作
品
か
ら
み
た
書
風
の
変
遷

　
　

結
語

主
体
で
あ
っ
た
知
識
人
は
存
在
を
失
い
、
文
芸
は
低
調
で
あ
っ
た
。
書
は
、
趙

孟
頫
（
１
２
５
４
─
１
３
２
２
）
が
一
代
を
象
徴
し
た
が
、
王
羲
之
書
法
の
墨

守
一
心
に
つ
と
め
て
、
新
味
と
い
え
ば
章
草
の
流
行
を
み
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

い
っ
ぽ
う
で
趙
孟
頫
は
、
印
を
摸
刻
し
た
こ
と
を
記
述
し
て
篆
刻
の
祖
と
さ
れ

る
。
ま
た
趙
孟
頫
「
楷
書
玄
妙
観
重
脩
三
門
記
」（
１
３
０
２
）
の
篆
題
は
玉

著
篆
の
様
子
で
、
や
は
り
伝
統
を
体
現
し
た
大
人
で
あ
っ
た
。

　

明
代
は
、
王
冕
（
１
２
８
７
─
１
３
５
９
）
が
石
材
に
文
字
を
刻
し
た
と
さ

れ
る
が
、
実
例
は
見
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
百
六
十
年
ほ
ど
の
ち
の
文
彭

（
１
４
９
７
─
１
５
７
３
）
は
じ
っ
さ
い
に
刻
印
を
残
し
て
、
こ
れ
以
後
の
文

人
に
影
響
を
与
え
、
お
お
く
の
印
人
が
登
場
し
て
く
る
。
印
の
文
字
は
篆
書
を

扱
う
が
、
書
作
品
と
し
て
の
篆
書
は
な
く
、
書
法
と
し
て
は
忘
れ
ら
れ
た
存
在

で
あ
っ
た
。
趙

光
（
１
５
５
９
─
１
６
２
５
）
は
み
ず
か
ら
称
し
て
〝
草

篆
〟
と
い
う
篆
書
の
行
書
の
よ
う
な
も
の
を
書
い
た
が
、
秦
篆
で
も
玉
著
篆
で

も
な
い
奇
態
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

清
代
は
、
程
邃
（
１
６
０
７
─
１
６
９
２
）
を
盟
主
と
す
る
〝
徽
派
〟
と
、

丁
敬
（
１
６
９
５
─
１
７
６
５
）
を
盟
主
と
す
る
〝
浙
派
〟
を
形
成
す
る
ほ
ど

に
印
人
を
輩
出
し
、
篆
刻
は
文
墨
の
一
端
を
占
め
る
ほ
ど
に
隆
盛
し
た
が
、
篆

書
を
専
家
と
す
る
人
物
は
登
場
し
な
か
っ
た
。

　

王
澍
（
１
６
６
８
─
１
７
３
９
）・
洪
亮
吉
（
１
７
４
６
─
１
８
０
９
）・
孫

星
衍
（
１
７
５
３
─
１
８
１
８　

参
考
４
）
等
に
よ
っ
て
玉
箸
篆
の
再
興
が
な


